
令
和
６
年
５
月
15
日
発
行

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報
（
第
251
号
）

◆
深
大
寺　

お
田
植
え
の
儀

◆
能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て

◆
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

５
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
か
ら
、
東
京
都
調
布
市
深
大
寺
の
境
内
に
お
い

て
、
木
島
平
米
お
田
植
え
の
儀
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
姉
妹
都
市
調
布
市
の
皆
様
や
、
深
大
寺
へ
の

参
拝
客
の
皆
様
に
広
く
木
島
平
米
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
植
え
ら
れ
た
苗
は

秋
の
「
稲
刈
り
の
儀
」
ま
で
深
大
寺
境
内
で
大
切
に
育
て

ら
れ
ま
す
。

　

当
日
は
深
大
寺
境
内
の
参
道
を
練
り
歩
き
、
日
䑓
村
長
、

張
堂
住
職
、
早
乙
女
に
よ
る
田
植
え
を
行
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
国
の
要
請
や
長
野
県
と
の
共
同
に
よ
り
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支

援
の
た
め
、
継
続
的
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
要
請
は
続
く
も
の
と
み

ら
れ
、
派
遣
の
協
力
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
事
務
局
連
絡
先
）　

総
務
課
政
策
情
報
係　
【
会
報
原
稿
募
集
中
！
】

　

電
話
：
０
２
６
９
（

８
２
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１
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２
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９
（

８
２
）

４
１
２
１

　

メ
ー
ル
：seisaku@

vill.kijim
adaira.lg.jp

　

陽
春
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ

と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
の
総
会
及
び
交
流
会
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
開
催
日　

６
月
15
日
（
土
）　
（
受
付
開
始　

午
前
11
時
30
分
か
ら
）

●
時
間　
　

正
午
か
ら　
（
交
流
会　

午
後
０
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　
　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）　

３
Ｆ　

富
士
西
の
間

（
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
４—

２—

２
５　

電
話
０
３-
３
２
６
１-

９
９
２
１
）

・
地
下
鉄
有
楽
町
線
・
南
北
線　

市
ヶ
谷
駅
Ａ
１-

１
出
口
か
ら
徒
歩
２
分

・
都
営
地
下
鉄
新
宿
線　

市
ヶ
谷
駅
Ａ
１-

１
ま
た
は
Ａ
４
出
口
か
ら
徒
歩
２
分

・
JR
中
央
線(

各
駅
停
車)　

市
ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩
２
分

●
交
流
会
費　

男
性
７
０
０
０
円　

女
性
６
５
０
０
円

　

当
日
受
付
に
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
の
令
和

６
年
度
の
年
会
費
（
２
０
０
０
円
）
を
合
わ
せ
て
集
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
出
席
で
き
な
い
方
に
つ
い
て

は
後
日
、
郵
便
振
替
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

出
欠
に
つ
い
て
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、

５
月
31
日
（

金
）

ま
で
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。


